


事例集の目的

女性デジタル人材育成の取組が、 全国津々浦々にますます広がっていくよう、官民の

事例集を取りまとめました。

自治体や企業、団体等の方が、事例を参考に、新たにデジタルスキル習得支援やデジ

タル分野への就労支援を開始し、また掲載されている自治体や企業等と連携するなど、

積極的に取組を進めていただけることを期待いたします。

本事例集の全体についてのお問合せ、 また掲載希望の方は、以下の連絡先までお願

いいたします。

〈連絡先〉 内閣府男女共同参画局総務課 renkei.chiiki@cao.go.jp 
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性別はもとより、学歴、職歴、年齢、国籍など、さまざまな背景をもつ従業員が、自らの能力を生かして活躍し続けら

れる環境 づくりと、努力と成果を適切に評価するという人事ポリシー を掲げ、各種施策を展開。ライフステー ジ乙とに

変化する多様な志向性やニーズに合わせて利用できる制度、仕組みづくりの拡充にも注力しており、女性特有のライ

フイベントや生活における悩みの解決、キャリア自律の支援にも寄与している。また、 IT 業界全体の底上げを目指し、

IT 業界以外からの採用、育成に取り組むことで、男女差がなく成長、活躍ができる環境、機会を提供している。

1 ポイント メ

デジタル人材の採用・育成

IT 未経験者を含む従業員への業務スキル向上と 昇給を目指したキャリア UP 制度「トップガン」を開発。
役割や業務レベル別にe-learning教材と検定が用意されておリ、自ら学び、検定に合格することで、

より高レベルの業務にアサインされ、成果を出すことで昇給も叶う仕組みである。現在は、教材や検定の
開発プロセス、採点、および受験者の学習支援にAlを活用し、プログラムの精度も向上し続けている。

I 働きやすい環境・文化づくり

出産・子育て世代のニーズに応える支援制度の拡充
●子どもとの思い出づくりの提供［キッズスクール（社内学童）／キッズキャンプ］ 

     ：夏休みなどに学童を中心とした従業員家族に提供する学びや、家族時間の提供

●出産、子育ての悩みを相談できるコミュニティ構築［パパママコミュニティ］
：先輩パパママから出産や育児の悩み／仕事の両立についてアドバイスが受けられる

●金銭的不安を解消［ベビーシッター クーポン（金銭的補助）／保育園提携］

I 男女差なく成長し活躍できる機会の創出

IT 業界以外からの採用を増やし、積極的な育成を実施
：結果をフェアに評価し、働きがいと適切な報酬の両立を実現

なや＼、.,.. -l.. SHIFT 
バパママコミュニティ

冑児についての情纏交鱗をしたい方
ゼおllllにご蓼加ください！

（駅ご参加Iここちら 量 ）

1 効果およぴ実績 ん

デジタル人材の育成

IT 未経験者の育成速度は約2倍、 エンジニア単価の向上にも直結するため昇給にも貢献している。現在では、月間の受験
者数は 1,000 名規模となり、うち3割以上が女性エンジニア（＊1 ）であるなど、 女性のデジタルスキル向上とキャリア確立
に寄与している。＊ 1 FY2024 SHIFT女性比率は27.8%

I 育児や家庭生活も大切にできる職場環境・文化づくり

パパママコミュニティ は、 子育て世代の拠り所であり、 家族からの理解促進や働きやすい環境づくりの一助となっている。
また、 出産や育児に関する金銭的な負担、知識や経験不足による不安を取り除く制度、仕組みづくりは、従業員がキャリア

構築に取り組む時間の確保と、育児の両立を可能にしている。

I 男女差なく成長し活躍できる機会の創出

［新卒採用］SNS やオウンドメディア、会社説明会などの機会を通じた IT 業界のイメー ジ改革に取り組み、 2025 年卒業の
新卒入社者（見込）の女性比率は 38％へと増加した。
［第二新卒］業務適正の高い人材を採用し、FY2024 の第二新卒入社者の女性比率は 64％と男性を上回った。
［男性育休］FY2024 の男性育休取得率は 86%(*2) へと上昇し、女性の一層のキャリア自律を促している。
*2全国平均は30.1％（厚生労働省令和5年調査）

1 今後の展望 4| 
連絡先

男女ともに変化し続けるライフステージに対応し、柔軟な 株式会社SHIFT

働き方に関する各種サポー トを拡充すると同時に、 IT 業 https://www.sh iftinc.jp/contact/

界および社会全体に貢献する取り組みを継続していく。
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